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［書評］
吉信粛編『貿易論を学ぶ』
横田綬子
I 
本書は，世界経済論の休系化に先駆的業績を残した故松井清教授に指導を
受けた人たちを中心とする共同執筆によるものであるが，全体をつらぬく視
点として特徴的なものは，以下の2点である。
それは， 貿易論の対象が「国境を越えた商品の流通関係」であることか
ら，必然的に導きだされるのであるが，第1に，諸国家間の関係を通じてあ
らわれる国家の土台への反作用と，それが生みだす問題との法則的解明とい
う視角から貿易をとらえるということである。それは，貿易論がマルクスの
プランによって，（1）資本，土地所有，（3）賃労働，（4）国家，外国貿易，（6）世界
市場，という経済学の休系の中で与えられている位置づけをどのようにとら
えるかという，古典の理解をめぐる議論にたいする一つの総括であると同時
に，国家も地域の一つととらえて国際貿易と国内商業の境界をあいまいにす
る近代学派の貿易論にたいする批判の視点を確立することを意味する。さら
に，国家独占資本主義の成立以後，国家の活動領域の拡大とともに，金融資
本の全世界的規模での活動が全面的に展開され，多国籍企業の急速な成長を
もたらして，一国による他国の国家活動の制限，国際機関を通じての諸国家
の主権の制限が，深刻な問題となってきているが，戦後のこの新たな事態を
解明する上でも，この視点は重要な意義をもつと思われる。
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第2の視点は，貿易を，資本の循環・再生産・蓄積の中でとらえるという
ことである。貿易論を「交換それ自体に内在する問題ばかりでなく」「いか
にそれを行う国の生産に規定されているか，そのことを通して発展の異なる
国の間にどのような矛盾や対立が発生するかといった問題を解明する課題」
をもったものとしてとりあつかうこのような視点は，流通論的な貿易論にた
いする批判であるとともに，資本主義の生みだした経済関係として貿易をと
らえるという点で， 超歴史的な抽象的貿易論にたいする批判ともなってい
る。
また，本書の構成は，第1部 貿易の歴史，第2部 貿易の基礎理論，第
3部 貿易政策，第4部 戦後貿易の新しい理論問題，第5部日本貿易とな
っているが，硯状にかかわる第4部を，単なる現象的事実の列挙や，時論と
してでなく，貿易理論の豊富化，発展の中で位置づけようとする試みも，類
書と異なる本書の特徴といえよう。
以上のような視点は，従来の貿易論にたいする本書の独自性を打ち出すと
ともに，章毎の執筆者によって多少の差異はあるものの，全体としてつらぬ
かれ， 共同執筆の成果である本書を基本的によく統一されたものとしてい
る。
]I 
序章において，以上のような問題意識と視点が述べられたのにつづいて，
第1部では，貿易の歴史が「資本主義の発展に応じて，その拡大の動機・性
格・形態に着目しつつ叙述」され，貿易論の対象の概略的イメージが与えら
れる。「第1章 資本主義世界市場の形成と発展」では， 資本主義の生成確
立期における貿易の特徴が，産業革命前後のイギリス貿易を具体的対象とし
て明らかにされる。ここでは，外国貿易を通じての資本主義の深化と拡大の
過程が，イギリス貿易の発展過程の検討によって，あざやかに検出されてい
る。
「第2章 帝国主義と世界市場一一世界経済の成立ー一」では，資本と生
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産の集積が独占を生みだすまでにすすみ，その前提であった世界市場が，そ
れによりさらに発展して深化，拡大し，世界経済というにふさわしい内実を
つくりだすにいたった過程がまず述ぺられる。ついで， 「前提としての世界
経済」の上に花開いた金融資本の全世界的展規模での活動が，二度の世界大
戦を経た後，硯在我々が見るような矛盾に満ちた「結果としての世界経済」
を生みだした過程が明らかにされている。すなわち，第2次大戦後，一方に
おける社会主義休制の成立と，資本主義世界体制におけるアメリカの主導的
地位，および旧植民地の独立という世界経済の構造変化に対応する再編成と
してのIMF,GATT体制の成立は，しかしながら70年代以降は，これら制
度的枠組みを大きくゆさぶる構造的危機に直面しており，新たな再編を迫ら
れている。
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「第2部貿易の基礎理論」の構成は，次のとおりである。
第3章貿易論の前提としての国家
第4章資本主義と国際分業
第5章国際交換
第6章貿易と国際収支
第7章外国貿易と為替相場
最初の第3章は， 本書の編者吉信教授の執筆になる部分であり， 「貿易論
における国家の問題」を重視するという本書の視点の中核となる部分である
ので，少し内容に立ち入って紹介しておきたい。
序章において， 貿易論の対象となる貿易は， 「資本主義の生みだした経済
関係」としてのそれであるという歴史的限定が与えられていることから当然
に，貿易論でとりあっかう国家は，資本主義の時代の国家である。民族国家
のもとで資本主義は急速な発展をするが，この発展はまた，民族国家の土台
となっていた階級関係を変化させ， 資本主義国家を成立させる。 しかし，
「資本主義国家は，その階級的内容においては，大工業によって確立された
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資本と賃労働との敵対関係を土台とするものであるが， その形式において
は，あくまでも民族国家の枠をくずすことはないのである。」
資本主義社会の資本主義国家としてとりむすぶ対外諸関係における「国民
性」の根拠がここに求められる。
つづいて，資本主義国家が国際貿易に与える影響が，マルクスの「経済学
批判休系」プランを手がかりに検討される。後半3項目， すなわち， （4）国
家，（5）国際貿易 (6)世界市場を「国家の土台への反作用，その影響から新し
く発生する問題の法則的解明」としてとらえた後，第4項目の国家が，当該
社会の土台にたいする反作用およびそれから生ずる問題という，いわば内に
向っての国家であるのにたいし，第5項目の国際貿易で考察される国家は，
他国家したがってそれが総括する他社会との関係，すなわち外に向っての国
家であるとして，その影響が3つの方向でとらえられる。
第1は，独自の国民性を与え，諸国民間の相遮を生みだすという方向，第
2は，他国，他社会に対して，直接的政治権力として影響をおよぽすことに
よって，自国資本の自由な運動の条件整備を行うという方向，第3は，他国
や他国資本に対して，資本を守り保護するという方向。
そして，このような国家の影響は，政策次元でなく，それを通して，どの
ような形で経済法則が貫徹するかという問題としてとらえるべきだという指
摘がなされる。
国際貿易における国家の影蓉の前提となる諸国家の体系が次に問題とされ
る。国家の歴史的発展段階を，いわば「横倒し」にして，不均等な発展段階
にある国家が同時的に存在し，かつその相互関係の中で，それぞれの発展そ
のものも規定されるという分析方法がとられる。 1資本主義国家， 1I民族国
家， 皿半植民地・植民地の 3つの国家型の同時的存在と，それらの間の相互
作用の中で，上記の影響を考察してはじめて，資本主義世界市場の多面的諸
関係をとらえることが可能となる。資本の輸出を典型的特徴とする帝国主義
の時代に入ると，この国家型は，レーニンが『帝国主義論ノート』で分類し
たまうな，金融資本の支配に相応したより発展した型へと具休化される。
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最後に，以上のような諸国家の体系と，これが相互に織りなす経済的諸関
係を，発展段階と構造の両面から総体としてとらえたものが以下のような図
で示される。
資本主義世界市場と世界経済シェーマ
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読者は，ここに至って，具体的歴史過程として第1部で与えられた現実的
イメージで裏打ちされつつ，きわめて簡明な形でシェーマ化された抽象的理
論型を，理論の出発点として与えられるのである。
貿易論の前提としての国家のこのような理解のもつ意義について， 2, 
指摘しておけば，たとえば，民族的視点と階級的視点の両方からの国家把握
は，第8章にみられるような，国家分業にかんする鋭い指摘を生んでいる。
（「国内的には資本主義発展の同一の断面に併存する農工間あるいはその他
の社会的分業が，その国際間への拡延としての国際分業においては資本主義
?
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発展の歴史的段階的相遣を通してしか硯われえず，しかもそれは貿易政策と
いう』外側に向っての国家』の経済的力能に媒介されたものである。」 p.59)
また，資本主義世界市場における「横倒しの諸国家休系」把握は，資本の
支配する内部と資本にとっての外部という「資本主義と非資本主義的外囲」
からなる世界経済構造理解に対する批判の視点を提供する。
そして， 「世界経済を世界市場との関連で，重層的！ かつ発展的に位置づ
ける」視点からの現実把握を，我々はすでに第2章で与えられた。
貿易論の前提としての国家については，木下悦二教授は，第4項目の国家
が市民社会の外部的存在としての「国家」であるのに対して， 「国家によっ
て総括された近代市民社会」としての「国家経済」である （『国際経済の理
論』有斐閣， 1979.p.25)とされるが，その場合，吉信教授が規定された第
5項目の国家の国際貿易に与える影響のうちの第2の，他の社会に対する
「直接的政治権力」としての影響の側面が，充分に把握されているかどうか
が明確でないように思われる。
第4章以下は，マルクスの「経済学批判体系」プランの細目に照応したも
のとなっているが，国際分業論が国際価値論の前に置かれる点が，従来の貿
易論とは異なる点として強調されている。編者によればその意義は， 「マル
クスの意図に忠実であるばかりでなく，資本の循環，再生産，蓄積といった
視点からまず資本主義貿易をとらえることを意味」し，国際価値論はそれを
ふまえて展開されることになる。
まず，マルクスの分業一般にかんする分類の国際分業への適用が検討さ
れ，社会的分業のより複雑な形として国際分業が位置づけられ，さらに，い
わゆる垂直的分業にあたる一般的国際分業と，水平的分業にあたる特殊的国
際分業に分類される。しかもそれは，大工業により，その自然発生的，特産
物交換的，地域的性格をとりさられた，歴史的社会的産物としての，資本主
義のつくりだした結果としての分業としてとらえられている。
農業国の工業国再生産過程への従属的巻き込みという形での農工間国際分
業，すなわち一般的資本主義的国際分業形成のモメントは，資本主義貿易の
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本性の中に求められなければならないが，本書はそれを，拡大再生産の一環
として貿易を位置づけ生産資本循環を検討することにより導き出している。
すなわち「大工業の進展とともにたえざる外国市場の拡張，新たな原料基地
の確保」が至上命令となるのであって，このことが「機械制大工業を確立し
た一国の輸出および輸入に独自な形態規定性を与えるとともに，一般的資本
主義的国際分業の形成における工業国側の積極的，指導的役割を示す」ので
ある。
さらに国際分業にかんする以上のような規定から，多国籍企業の「企業内
国際分業」は，同一作業内での分業でない点に加え，異なった国の異なった
価値規定をうけた労働力がその生産物の商品形態を通じてのみ，結合される
ことから．，本質的には社会的分業であるという指摘がなされる。多国籍企業
の「企業内国際分業」を， 「従来無政府的であった国際的な商品， 資本移動
に企業内国際分業による計画的性格を付与することとなった新しい事態」と
して，これを「企業内世界分業」と規定する見解（杉本昭七『硯代帝国主義
の基本構造』大月書店， 1978. p. 2)に対し， 問題を投げかけるものといえ
るが，この問題は今後なお議論が必要なように思う。
第5章では「国際間の商品交換＝外国貿易を支配している法則」が， リカ
ードゥの比較生産費説を中心とする， 国際価値論をめぐる学説史的検討の
後，マルクスの国際価値論によって明らかにされる。すなわち，国際間で
は，不等労働量交換が行われ，国際的搾取が行われるが，それは価値法則の
修正を通じてであり，その修正とは，各国の国民的労働が世界的労働に還元
され，国民的価値が国際価値に換算されることであり，これによって国際間
の不等労働量交換は国際等価交換と理解できることが説明されている。国際
価値論については， 硯在もなお論争のあるところであるが，ここでの説明
は，現在までの到達点をふまえた説得的なものとなっている。
第6章では，国際収支は，国民経済の構造や国際取引をそのままの具休的
姿ではないにしても， 反映している，として． 「国民経済の再生産とその国
際関係が国際収支とどのような関係をとりむすぶのか」という視点から国際
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収支論の内容と方法が考察される。
その際，弾力性概念や貿易乗数理論なども分析用具としてとりいれること
の必要性が述べられるとともに，個別の国際収支問題分析に際しては，常に
具体的再生産過程をもった国民経済それ自体をふまえることの重要性が強調
されている。また各国民経済の国際収支は相互に敵対性をもつところから，
協調的解決のための国際機関の必要がとかれ，そのようなものとして， IMF
,GATT体制が位置づけられている。
ただし， この点にかんしては， 協調的解決の内容が国際的支配関係の深
化・拡大をしばしば意味するという側面からも国際機関の性格づけが行われ
る必要があるのではないだろうか。
第7章では，外国為替取引のメカニズムの説明，従来の儀論の整理をふま
えた外国為替の本質論，および為替政策と国際通貨制度が論じられている。
ここでは為替相場の本質は，信用論次元で把握されるべき，現金輸送費節約
のための信用の特殊的形態と規定されている。
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「第3部貿易政策」は，「第8章貿易政策の基本視点」と，「第9章
貿易政策の具体的諸形態とから成っている。
18C後半のイギリス産業革命による， 資本主義国家貿易政策展開の土台
—国内においては，階級対立と社会的分業内部の対立，国際的には，階級
対立の国際襲係への投影と，第3章で説明されたような諸国家体系相互の民
族的対立ー一形成以後の独占段階にいたる具体的政策が，マルクス・エンゲ
ルスが打ちたてた次のような視点から検討される。すなわち，①階級間の対
抗と貿易政策の関係，R資本主義的国際分業と国際的搾取にかんする視点，
⑧労働者階級の「直接的・絶対的利益」としての民族の独立と国際民主々義
の視点。
第9章は，第I次大戦後の「資本主義世界市場の編成原理」の一つである
GATT体制の検討を行い， その「自由・無差別原則」が「先進国間の鉱工
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業品輸出市場の拡大に重要な役割をはたし，戦後の世界経済の高度成長の素
地となった」のであるが， 途上国にとっては， 「現実の『不平等』と『不公
正』を合法化する原理」となったことを明らかにしている。だが，アメリカ
が「自由貿易の旗手」となり得たのは，世界貿易における絶対的優位性を前
提条件としてのことであり，その地位がゆらぎはじめた70年代以降は，保護
主義の拾頭がみられること， またこれにたいし， 発展途上国の側では，「新
植民地主義による『搾取制度拒否』を明確にした上で，従来のIMF,GATT 
体制の『根本的改革『と途上諸国の『集団的自立』をめざす」新国際経済秩
序樹立の動きが強まっていることが述べられている。
第4部では，戦後貿易の新しい理論問題として，南北問題，多国籍企業，
社会主義をめぐる貿易問題が，論じられる。
発展途上諸国は，前述のように IMF• GATT体制が途上国にとっては，
「不平等」「不公正」を意味する理由を， ①自由放任的市場メカニズム，
R経済的強者の理論としての自由貿易原理，に求め，これを変革して「市場
の組織化による一次産品価格の安定」と「非互恵的•特恵待遇原則の導入に
よる市場原理の修正」を柱とする新しい貿易秩序を要求している。
第10章は，その理論的基礎をめぐる問題として，途上国の経済開発におけ
る貿易の役割にかんする理論の検討を行っている。限定的にみるプレビッシ
ュ，シンガー，ヌルクセ， ミュルダールらの見解，無条件に礼賛するヴァイ
ナー，ハーバラー，ケアンクロスら正統派の見解，全面的に否定するフラン
ク，アミンら新従属学派の見解の 3つの代表的立場がとりあげられている。
また，先進国間貿易のゆきづまりは，この問題を北側自身の問題に転化して
いることが指摘されている。その他，この章ではふれられていないが，南北
問題が提起している理論問題は，国際価値論や国際交換をめぐる議論をはじ
め，数多い。
第11章では，生産と資本の世界的集積により可能性を与えられ，戦後の冷
戦体制によって硯実性を獲得した多国籍企業の諸特徴とそれらがひきおこす
問題が簡潔にまとめられた後，多国籍企業が貿易内容に与えた変化が論じら
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れている。その「企業内国際取引の拡大， 深化は全休としての貿易を促進
し，一定の反作用はあるものの，主に親会社所在国側に貿易収支の黒字をも
たらす」が，それはまた，世界貿易の行方を多国籍企業の企業戦略に従属さ
せ「独占に固有の寄生性と腐朽性が貿易のレベルでも硯われる」ことになる
のであり，企業内国際分業にもとづく統合化は，国境を越えることからくる
「不安定性と脆弱性」を免れえないという問題をかかえることになる。
多国籍企業にかんする貿易理論としては，技術の国際的移転にもとづく輸
出拠点の移動を主張するプロダクト・サイクル論，生産工程に注目して，労
働集約的作業工程の途上国への移転という多国籍企業の途上国への進出の実
態をあきらかにする企業内国際分業の理論や国際下請生産の理論，製品と生
産工程両面に着目するプロセス・サイクル論，これらに共通して欠けていた
技術独占とその支配の解明にとりくんでいる理論などが紹介されている。
第12章，第13章では，社会主義をめぐる貿易問題がとりあげられている。
「社会主義社会がその発展のために外国貿易をどのように利用することがで
き，実際に利用してきたか」が，まず個々の社会主義国の発展における外国
貿易の意義と役割，その利用の問題として論じられる。①使用価値の交換，
③社会的労働の交換，⑧社会的生産効率の改善，という外国貿易の機能は，
国による経済発展水準のちがいに応じて，その利用における重点が異なり，
後進的農業国では①③が，発達した工業国では③が相対的に重要性をもつこ
とが説かれる。ついで，社会主義国相互間の貿易問題が考察され，社会主義
においては，国際分業のより大きな発展の可能性が，各国の生産計画，国民
計画の直接的調整という手段の利用によって与えられることが指摘される。
そして，社会主義貿易を，価値法則と計画的発展法則の両面からとらえるこ
との重要性が，コメコンにおける貿易価格の形成方式の変化，社会主義にお
ける「国際的搾取」問題などの検討を通じて論じられている。社会主義と資
本主義の体制間貿易については，後進的要素をかかえこんだまま社会主義へ
移行したという社会主義体僻j側の事情と，資本主義体制の側では，独占資本
主義諸国と途上国との区別の必要が，注意される。そして，体制間貿易の法
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則的把握にかかわる「二つの世界市場」をめぐる論争の整理をふまえ，共通
的基盤としての「全世界の一般的な経済関係」と，それぞれの休制の独自の
法則との二つの論理から休制間貿易成立の根拠と発展の条件を把握する，と
いうレーニンの視点の今日的有効性が指摘されている。
第5部では，日本貿易の歴史的発展と現状がとりあげられ，いわばこれま
で学んできた理論的上向過程の最終段階としての身近な硯実が読者に提供さ
れる。
まず，名和三環節論に拠って，戦前の日本貿易の構造が説明された後，戦
後の日本貿易の発展過程がたどられ，その構造の特質が指摘される。すなわ
ち，アメリカにたいする依存度の大きさ，アメリカを中心とする国際分業体
制へ適応した国内産業構造の再編成による加工貿易休制の成立，重化学工業
を推進力とするいちじるしい不均等発展による貿易構造の変化，これらの結
果としての戦後日本貿易の動態的性格がそれである。このような加工貿易型
急成長は，貿易摩擦問題，原料資源の極端な海外依存，商社の日本貿易支配
と多国籍企業化，などの矛盾を生みだすこととなった。
V 
以上，筆者の問題関心にひきつけて内容をみてきた。
本書は，叙述の重点を「基礎的な事実・基本的な考え方，古典に対する確
実な理解」においたとされているが，これまでみてきたところからもうかが
えるように， 各章ともこの点によく留意してあるため， 「平易さ」と「高度
な理論内容」という両立の難しい目的が，基本的に達成されているように思
う。本書によって我々は，すぐれた貿易論の教科書を得ることができたとい
えよう。
従来，貿易論は，これを学ぶ者にとっては，とりつきにくく，理解しにく
い分野の一つであるとされてきたが，それは一つには，もっとも複雑で高次
な理論分野に属するという貿易論の学問的性格からくるものである。 さら
に，マルクス経済学の立場からする貿易論の場合は，マルクスがやり残した
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ところから議論をはじめなければならないこともあって，直接に自説を展開
するよりも，一定の蓄積をもつ古典学派や近代学派の理論の批判を通じて自
らの主張を浮かび上がらせることになりがちであったことが，理解を一層困
難にしてきた。
本書は，貿易論の入門書として書かれたものであるが，今日までのマルク
ス経済学の立場からする貿易論の蓄積の上に立って，その体系化を前進させ
ることにより，批判を通じて「主張をあぶり出す」ことからくる難解さから
初学者を解放するとともに，以上みてきたように，研究者に対しても，問題
提起を行うものとなっている。
（有斐閣刊， 1982年12月）
